
      毎年 4 月～6 月は狂犬病予防注射期間です!! 

狂犬病とは 
 狂犬病は人を含め全ての哺乳類に感染し、発病後の死亡率はほぼ 100%です。 
 
世界の狂犬病発生状況 
 狂犬病は古くから知られていますが、下の地図に示すように、現在も日本やオーストラ

リアなど少数の国を除いて世界中で発生し、毎年数万人以上が死亡している伝染病です。 
 

 
 
愛犬や人を狂犬病から守るために 
日本では、法律（狂犬病予防法）によって、①生後３か月以上の飼い犬は居住地の市町

村に登録申請をすること、②飼い犬は毎年１回狂犬病予防注射を受けること、③飼い犬に

は登録鑑札と予防注射済票をつけておくことが義務化されています。 
 

飼い犬の狂犬病予防注射時期は 
 飼い主は毎年４月から６月までの期間に狂犬病予防注射を受けさせなければなりません。 
ただし、健康状態などの理由により猶予されていた場合は１年を通して各動物病院で予防

注射を受けることができます。 
 
平成 24 年度狂犬病予防注射日程 
 狂犬病予防の集合注射会場や日時は、お近くの市町村役場、動物病院にお尋ね下さい。 
 


